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Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

1  自己評価及び外部評価結果

3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が

4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

項　　目

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と

訪問調査日

地元に親しまれている七時雨山の方向に向かい、国道から500メートル程入った県道沿いに開設し、13年目を迎える。
同一法人運営の小規模多機能ホーム「陽だまりの家」と棟続きで、デイサービスセンターとも隣接しており、3施設が連
携、協力しながら、それぞれの利用者を支援している。現在の利用者は、平均介護度が2.6で、自立心もあり、職員は、
一人一人の思いや意欲を生かし、利用者本位の生活ができるよう支援している。全員が囲んで座れ、お互いの顔が見
渡せる大きな食卓で、職員との会話も弾み、笑い声が絶えない。3施設合同の夏祭りは地域の人たちが集う恒例の行
事になっており、地域の一員としての存在感が増している。今後、グループホームが有する認知症の知見をこれまで以
上に地域に発信するなど、地域の高齢者を支援する活動に貢献することが期待される。
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平成　31　年度

事業所名　：　グループホーム　ななしぐれ

自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営

1 （1） ○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義をふまえた事
業所理念をつくり、管理者と職員は、その
理念を共有して実践につなげている

「聴きましょう、話しましょう、笑いましょう」を理念
とし見えやすい場所に掲示してます。会議等で唱
和し全員で共有してます。日々の生活の中でも
利用者の笑顔を引き出しとても明るい雰囲気に
なってます。

理念に基づく事業計画を毎年度策定し、取り組
みの主要事項を明確にしている。令和元年度
は、利用者のニーズに合わせながら一人一人の
ペースに合わせた生活支援や職員の資質向上、
健康管理など５項目に力を入れている。

理念の実践のため、事業計画を策定
し、職員間で共有しながら支援に努め
ていることは大いに評価される。職員
間で話し合いながら、今後は計画の主
要事項の「取り組み目標」を設定し、よ
り具体的な支援に繋げていくことが期
待される。

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続け
られるよう、事業所自体が地域の一員とし
て日常的に交流している

地区の花壇活動に参加したり中学生が夏休みに
ボランティアに来て掃除や交流会をしてます。
又、学童や保育所の子供達が慰問に来ることで
利用者の喜ぶ姿が見られます。恒例の夏祭りは
地域の方々にたくさん参加していただくようにチ
ラシを作り回覧します。

地域の公民館活動に参加し、ホームの道路沿い
の花壇づくり、水遣り、草取りなどの手入れを利
用者が手伝っている。地区の保育所の園児や中
学生の来訪があり、交流を楽しんでいる。３施設
合同の夏祭りは地区のイベントとして定着し、多
くの地域の方々に参加いただき楽しい交流の場
になっている。運営推進会議を通じて地域との繋
がりが一層深まるよう努めたいとしている。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認
知症の人の理解や支援の方法を、地域の
人々に向けて活かしている

地域の方で困った方がいればいつでも相談、見
学できるように対応してます。運営推進会議の場
でも認知症について説明し理解していただくこと
があります。

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの
実際、評価への取り組み状況等について
報告や話し合いを行い、そこでの意見を
サービス向上に活かしている

2か月に1回開催しています。委員の方々に活動
報告、利用状況等の報告を行い意見をいただい
てる。会議だけではなく夏祭り、避難訓練に参加
していただき利用者の様子を見ていただける良
い機会と思ってます。

地区の民生委員、公民館長さん等で構成され、
棟続きの小規模多機能ホーム（「陽だまりの家平
舘」）と合同で開催し、それぞれの運営状況を報
告している。看取りや夜間の安全対策、身体拘
束等ホームの生活に関する様々なテーマを熱心
に協議をしてもらっている。夏祭りや火災避難訓
練等の行事に合わせて開催し、利用者と交流す
るなど、ホームの生活を理解してもらう機会を
作っている。

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、
事業所の実情やケアサービスの取り組み
を積極的に伝えながら、協力関係を築くよ
うに取り組んでいる

市の職員が運営推進会議、入所判定会議の構
成メンバーなっているので相談したり意見をいた
だく場合があります。又、生活保護担当の職員と
は必要時連絡を取り合い相談しやすい関係を築
いてる。

運営推進会議において行政の立場から意見や
助言をもらっている。担当課から、市の総合防災
訓練等の行事、介護施策、地域の高齢者の状況
などの関連情報を適時に得ており、円滑な連携
が図られている。

自
己

外
部

項　　目
外部評価

２　自己評価および外部評価結果

[評価機関　：　特定非営利活動法人　いわての保健福祉支援研究会]



自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着
型サービス指定基準及び指定地域密着型
介護予防サービス指定基準における禁止
の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をし
ないケアに取り組んでいる

身体拘束適正化のための指針を作成し昨年度よ
り身体拘束廃止委員会を設置した。委員会での
話し合いを全職員に周知し身体拘束の理解に努
めてます。スピーチロックについては、全職員か
らアンケートをとり言葉の虐待について考えた。
玄関の鍵は防犯上夜勤帯のみです。

昨年度、身体拘束適正化の指針を作成し、「陽だ
まりの家」と合同の「身体拘束廃止委員会」を開
催している。外部講師による拘束や虐待の防止
に関する研修を実施し、また、スピーチロックに
関し、職員の意識や経験についてアンケートを行
い、言葉による拘束や虐待の防止に向けて職員
間で共有するなど、身体拘束のないケアに取り
組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅
や事業所内での虐待が見過ごされること
がないよう注意を払い、防止に努めている

「あってはならない」こととし身体拘束同様取り組
んでます。肉体的だけではなく言葉の虐待になら
ないように努めてます。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業
や成年後見制度について学ぶ機会を持
ち、個々の必要性を関係者と話し合い、そ
れらを活用できるよう支援している

研修に参加した法人職員の報告書を見て学ぶ機
会はある。現在、制度を利用する人はいないが
今後利用する方もあると思うのでしっかり学ぶこ
とが必要と思う。

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、
利用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、
十分な説明を行い理解・納得を図っている

契約の締結、解約、法改正等については、直接
家族にわかりやすい言葉で説明し同意をいただ
いてる。

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反
映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や
職員ならびに外部者へ表せる機会を設け、
それらを運営に反映させている

ご家族には来所時、本人の生活の様子を伝えて
ます。毎月、ご家族に通信を送付してます。意
見、要望等あった場合は全職員に周知し早目に
対応してます。苦情相談窓口を設け記入用紙も
設けてるが利用されてない。

全ての家族が月１回は来所してくれることから、
家族の意見や希望を聴取する機会としている。
以前は、利用者個々に生活の様子を記したお便
りを送付していたが、現在は、行事や外出時のス
ナップ写真を中心にした共通の家族通信を毎月
発行している。家族との双方向の情報交換のた
め、一人一人に簡単な添え書きをすることを検討
したいとしている。

[評価機関　：　特定非営利活動法人　いわての保健福祉支援研究会]



自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の
意見や提案を聞く機会を設け、反映させて
いる

毎日の申し送りや定期的な会話の中で発言の機
会を設けている。又、日々の会話の中でも意見、
提案あれば傾聴してます。

朝夕の申し送り時やケアプラン会議の際に、職
員から運営に関する意見や提案を聞いている。
管理者は日常的に率直な話し合いができる雰囲
気づくりに努めており、緊急に意見を聞きたいと
きは臨時の職員会議を開くこともある。勤務割
等、勤務条件に関する要望については臨機に対
応している。自己研修や資格取得のための職専
免等に法人あげて支援している。

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整備に努めて
いる

職員の登用試験、資格取得に取り組んでます。
又、定期的に業務の見直しを行い職場環境に努
めています。

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケ
アの実際と力量を把握し、法人内外の研
修を受ける機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進めている

法人の研修会は今年度、4回計画している。外部
からの研修会の案内は、回覧し本人の希望する
内容や個人のレベルアップに必要と思われる研
修が受講できるように進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流
する機会を作り、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問等の活動を通じて、サービス
の質を向上させていく取り組みをしている

ＧＨ協会、市の地域集団指導等に参加し同業者
との意見交換や情報収集する機会を得ている。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係
づくりに努めている

サービス開始前に自宅訪問等をして本人、家族
と面接している。会話の中で本人の困っているこ
となどを傾聴し安心していただけるように努めて
いる。

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている

初回の相談から入所にいたるまで定期的に状況
を確認している。サービス開始前には施設内を
見学していただいている。又、本人や家族の立場
になって不安、要望を傾聴している。

[評価機関　：　特定非営利活動法人　いわての保健福祉支援研究会]



自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努
めている

状況を確認し本人、家族の要望をもとにその時
何が必要か見極め初期計画を作成している。

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場に
おかず、暮らしを共にする者同士の関係を
築いている

利用者のできる部分は、本人の役割と思ってい
ただきできない部分は支援している。生活の中で
「人生の先輩」である利用者から知恵を拝借する
機会もある。理念にもとずき楽しい時間を共有す
るように努めている。

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場に
おかず、本人と家族の絆を大切にしなが
ら、共に本人を支えていく関係を築いてい
る

利用者にとって良いと思われる支援を両者で考
えていくようにし本人と家族の関係をいつまでも
築いていきたい。

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの
人や場所との関係が途切れないよう、支援
に努めている

希望あれば家族の付き添いで外出や外泊を自
由にしていただいてます。面会あったときは、面
会室や居室でゆっくり過ごしていただき、また足
を運んでいただけるよう声を掛けてます。本人に
電話がくればお取次ぎし会話を楽しんでいただき
関係が途切れないよう支援してる。

お孫さんや親戚が顔を見せてくれる利用者もい
るが、知人や友人など馴染みの人の来訪が減る
傾向にある。ドライブの途中、利用者の実家の周
辺を回り、思い出を話してもらうこともある。陽だ
まりの家や、デイサービスセンターとの合同行事
で旧知の顔を見つけ、声を掛け合うこともある。
定期に来所するパン屋さんや床屋さんと馴染み
になっている。家族を通じ親せきや知人の来訪を
お願いしている。

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが
孤立せずに利用者同士が関わり合い、支
え合えるような支援に努めている

利用者全員が共有スペースで過ごすことが多
い。利用者同士で会話したり活動してる場面があ
ります。性格、認知能力を把握し利用者同士が
良好な関係を保てるよう支援します。

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これま
での関係性を大切にしながら、必要に応じ
て本人・家族の経過をフォローし、相談や
支援に努めている

利用終了時ご家族には、相談したい事や困った
事があればいつでも相談に応じる旨を説明して
ます。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向
の把握に努めている。困難な場合は、本人
本位に検討している

日々の利用者との何気ない会話を大切にしてま
す。会話の中で本人が何を希望されているか把
握し職員間で情報を共有してます。

自分の気持ちを率直に話してくれる利用者が多
く、一人一人との会話を大切にしながら思いを汲
み取るよう努めている。職員が毎朝、新聞の読
み聞かせを行い、日常の出来事を知らせてい
る。ホームでの暮らしに役立ちたい気持ちや意欲
を持っている人も多く、部屋掃除、窓拭き、草取
り、洗濯物整理等、お手伝いをお願いしている。

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、
生活環境、これまでのサービス利用の経
過等の把握に努めている

これまでの生活の様子についてご家族や介護関
係者から情報をいただきながら把握に努めてい
ます。

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、
有する力等の現状の把握に努めている

日常生活を共にすることで日々の状態に努めて
います。又、申し送りや生活記録、日誌、連絡
ノート等で本人を把握することができます。

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアの
あり方について、本人、家族、必要な関係
者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作成
している

ケアプラン会議でモニタリングを行い職員全員で
意見交換します。最終的に計画作成担当者が介
護計画をまとめています。ご家族が来所したとき
利用者にも同席していただき介護計画について
説明してます。

計画作成担当者のアセスメントにより作成した介
護計画について、職員全員による6ヵ月毎のケア
プラン会議でモニタリングを行い、現状に合った
ケアに向け話し合っている。本人の希望や思い
に沿いながら利用者本位の計画になるよう努め
ている。計画を見直す必要がある場合は、家族
の意見も確認して変更している。

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや
工夫を個別記録に記入し、職員間で情報
を共有しながら実践や介護計画の見直し
に活かしている

生活の様子は、毎日記録され全職員で共有して
ます。ケアプランの実施状況も生活記録に取り入
れてます。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多
機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ
れない、柔軟な支援やサービスの多機能
化に取り組んでいる

突発的なときはその日の業務を変えたりして対
応してます。天気の良い日は予定外のドライブに
出掛け季節を感じていただいてます。又、職員と
一緒に買い物に行くときもあります。義歯の調子
が悪い時は訪問歯科診療で対応していただいて
ます。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源
を把握し、本人が心身の力を発揮しながら
安全で豊かな暮らしを楽しむことができる
よう支援している

レベル低下もあり特養、老健の施設に申し込みし
退所となった方もいた。経済的なことで生保を利
用してるかたもいます。市内の床屋さんに来所し
ていただき散髪をしてます。パン屋さんがきて好
みのパンを購入しおやつに食べてます。

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業所
の関係を築きながら、適切な医療を受けら
れるように支援している

利用者にはそれぞれかかりつけ医があります。
昨年度より西根病院の訪問診療を導入してい
る。訪問診療時は看護師から主治医に情報提供
を行ってます。訪問診療以外の利用者は家族に
通院を協力していただいてます。受診時は情報
提供票を渡してます。

昨年度から、国保西根病院の訪問診療が月1回
実施されている。歯科や眼科も訪問診療で受診
できる。何人かは個別のかかりつけ医に通院し
ており、その場合は家族の同伴をお願いしてい
る。看護師が医師への円滑な橋渡しを行い、適
切な受診が出来ている。

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情
報や気づきを、職場内の看護職や訪問看
護師等に伝えて相談し、個々の利用者が
適切な受診や看護を受けられるように支援
している

看護師が配置され利用者の体調管理に努めて
ます。介護職は、利用者の状態に変化あれば看
護師に報告相談をしている。

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できる
ように、又、できるだけ早期に退院できるよ
うに、病院関係者との情報交換や相談に
努めている。あるいは、そうした場合に備え
て病院関係者との関係づくりを行っている

入院時、地域連携情報提供書の活用、サマリー
は必ず提出してます。又、必要に応じて報告書の
作成をしてます。退院時は病院側からサマリーを
いただき退院後の生活に役立てています。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援
重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合い
を行い、事業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の関係者と共
にチームで支援に取り組んでいる

「ターミナルケア」のマニュアルを確認し見直しを
した。マニュアルは職員の見えやすい場所に置
いてます。これまで看取りの経験はないです。

法人運営の特別養護老人ホームなどへの入所
も視野に入れながら、重度化や看取りに対応す
ることを利用開始時に家族と話し合っている。現
在のところ、看取りの対象者はいないが、今後
は、家族の要望に沿ってホームとして看取りを行
うことも想定されることから、看取りに関するマ
ニュアル（指針）を見直し、ホームとしての対応の
方針を職員で共有するとともに、ターミナルケア
の研修に力を入れている。

看取りマニュアルの見直しなど前向き
の取り組み姿勢は評価される。医療
連携をお願いする医師（主治医、かか
りつけ医等）との連携の仕組みがやや
不明瞭な面が見られことから、今後に
備え、医療連携体制を整えるなど、マ
ニュアルを補強することを期待した
い。また、看護師を中心に、今後も継
続的にスキル研修に取り組むことも期
待したい。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全
ての職員は応急手当や初期対応の訓練を
定期的に行い、実践力を身に付けている

マニュアルを常に見えるところに掲示してます。
夜勤者ひとり体制なので定期的な訓練が必要で
す。

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を
問わず利用者が避難できる方法を全職員
が身につけるとともに、地域との協力体制
を築いている

避難訓練は年2回実施しています。災害援助協
力会があり災害発生時、出動の協力をいただけ
るようになっている。災害時の必要な備蓄など準
備している。防災安全チェックリストを整備し毎月
実施しています。

火災避難訓練を、夏季はデイサービスも加えた３
施設合同で、冬季は陽だまりの家と一緒に実施
している。夜間の避難訓練は利用者に混乱を招
くことから、日中の想定訓練としている。オンコー
ルの装置を設置し、陽だまりの家と人出の薄くな
る夜間の有事に相互協力ができるようにしてい
る。地域の協力員15名による「災害援助協力会」
が設けられ、避難訓練の協力や災害時の応援を
お願いしている。近くに河川があることから、水防
マニュアルも整備し、水害の場合は、デイサービ
スセンターに避難することとしている。

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ
バシーを損ねない言葉かけや対応をして
いる

大きい声や命令口調にならないよう配慮しやさし
い言葉掛けを意識してます。スピーチロックにつ
いてもアンケートを取ることで意識付けしていると
思います。

職員は利用者とフレンドリーな関係を築きながら
も、本人の尊厳を傷つけるような対応にならない
よう留意している。本人の気持ちを第一に好きな
ことに取り組めるよう支援している。職員の語調
がきつくなったり、言葉が乱暴になったりしたとき
は、管理者が注意するとともに、職員同士で再確
認するようにしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支
援
日常生活の中で本人が思いや希望を表し
たり、自己決定できるように働きかけてい
る

普段の会話から自己決定できるよう二者択一の
声がけをするように努めている。利用者の意見を
大切にし否定せず傾聴してます。

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのでは
なく、一人ひとりのペースを大切にし、その
日をどのように過ごしたいか、希望にそっ
て支援している

その日の体調を確認しながら無理強いしないよう
配慮してます。又、その人らしい暮らしができるよ
う傾聴してます。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができ
るように支援している

身だしなみを忘れないように声掛けをしていま
す。定期的に散髪することで清潔感があります。
長寿を祝う会では、女性利用者全員化粧しお
しゃれをすることができました。とてもステキな写
真ができました。

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとり
の好みや力を活かしながら、利用者と職員
が一緒に準備や食事、片付けをしている

食事前は、テーブル拭きやお茶の準備をします。
食後は食器拭きをしていただき台所から話し声
や笑い声が聞こえてきます。お手伝いをしていた
だくことで満足感が見受けられます。食事前にメ
ニューを紹介することで食べる楽しみを感じてい
ただいてます。畑がすぐ近くにあるので旬の野菜
を味わう時もあります。

５年前から副食は外注で準備し、ごはん、みそ汁
をホームで用意している。自家菜園で採れた蔬
菜類をみそ汁の具にしたり、一品として加えるこ
ともある。外注業者は、季節のメニューを工夫し
てくれ、利用者の評判も良い。行事食やドライブ
途中の外食など、食事に変化を持たせている。
利用者全員が介助なく、しっかり咀嚼しながら、
おいしそうに食事をしている。利用者は、おやつ
作りや、お茶くみ、茶わんやテーブル拭きなど、
それぞれが出来ることを手伝っている。

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日
を通じて確保できるよう、一人ひとりの状態
や力、習慣に応じた支援をしている

食事や水分の摂取量は、毎回確認している。塩
分制限のある人、糖尿病の人、小食の人等食事
量は異なります。又、咀嚼能力により形態を変え
たりする場合もあります。

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に
応じた口腔ケアをしている

毎食後口腔ケアの支援をしている。口腔衛生と
機能の維持に努めてます。

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一
人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活
かして、トイレでの排泄や排泄の自立にむ
けた支援を行っている

利用者の排泄パターンを把握しさりげなくトイレ
誘導しています。ひとりひとりに合わせた排泄介
助をしている。利用者の様子やしぐさを察知しト
イレ誘導する場合もあります。

布パンツにパット、リハビリパンツにパットの人が
半々であるが、生活リズムや排せつパターンに
合わせた誘導により全員トイレで排せつしてお
り、見守りを中心にした介助になっている。夜は、
声掛けで無理に起こすことはしていないが、自分
で起きてトイレに立つ人が多い。自立に近い今の
状態を維持できるよう支援に努めている。

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食
物の工夫や運動への働きかけ等、個々に
応じた予防に取り組んでいる

毎日排便チェックをしてます。下剤の調整を主治
医に相談しながら排便コントロールをしていま
す。運動を取り入れ野菜、水分を残さないよう声
掛けをしてます。
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実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
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外
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外部評価

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて
入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日
や時間帯を決めてしまわずに、個々にそっ
た支援をしている

入浴前に体調確認し午後からゆっくり入浴できる
ように支援しています。受診、外出前には入浴で
きるように配慮してます。

週２、３回午後の入浴を基本に、体調や外出の
予定に合わせて入浴している。背中洗いや洗髪
を手伝うほかは、見守り中心の支援となってい
る。介助の職員と１対１で会話が弾んだり、歌が
出たり、楽しい雰囲気の入浴になっている。

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況
に応じて、休息したり、安心して気持ちよく
眠れるよう支援している

生活のリズムが崩れないように日中はなるべく活
動をすすめてます。夜はぐっすり眠れるよう支援
してます。暑い時期は、照明や温度にも配慮して
ます。

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副
作用、用法や用量について理解しており、
服薬の支援と症状の変化の確認に努めて
いる

薬の説明書を回覧し職員に周知しています。内
服前に名前の確認をし本人が薬を飲み込むまで
見守りをしています。服薬変更により症状の変化
があれば看護師に相談するようにしています。

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支
援をしている

日々の生活の中で本人のできることを見極めお
願いすることで本人の役割りとして張り合いや喜
びに繋がってると思います。利用者毎の誕生会
でケーキを楽しみにしてる人、外食を楽しみにし
てる人がいます。

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外
に出かけられるよう支援に努めている。
又、普段は行けないような場所でも、本人
の希望を把握し、家族や地域の人々と協
力しながら出かけられるように支援してい
る

天気の良い日は、ゴミ捨てに行き散歩しながら
帰ってきます。職員と買い物に行くときもありま
す。ドライブは予定を立てたり天気がいいと突発
的に行くときもあります。ご家族の協力で外泊、
外出の機会があります。

日常的に敷地内や花壇の見回りなど周辺を散歩
している。散歩がてらゴミステーションまでごみ捨
てに行くこともある。車酔いをするため外出を渋
る人が薬で酔うことがなくなり、全員でドライブに
出掛けられるようになった。昨年は酷暑で夏場の
外出は控えたが、天気や気温を見ながら、家族
の協力も得て、四季のドライブや買い物など、出
来るだけ外出の機会を作りたいとしている。

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを
理解しており、一人ひとりの希望や力に応
じて、お金を所持したり使えるように支援し
ている

現金を所持してる場合は、金庫にお預かりしてい
ます。

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援をし
ている

電話や手紙の希望があれば自由にできます。電
話がくればお取次ぎしてますが難聴の方だと困
難な場合があります。
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52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって不
快や混乱をまねくような刺激（音、光、色、
広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ご
せるような工夫をしている

午前は、利用者と職員で掃除をしています。季節
を感じていただけるよう利用者と職員で作った作
品を飾っています。写真も見えるところに貼り生
活に安心を感じていただいてます。

ホールには全員が囲める食卓テーブルを真ん中
に、岩手山を望む南向きにソファーが配置され、
利用者は思い思いにおしゃべりしながら、くつろ
いでいる。両サイドから入れるトイレを挟んで居
室が向かい合うが、それぞれの廊下に天窓があ
り明るい。廊下には二人掛け程度の畳のベンチ
が置かれ、職員や利用者同士が話し込むことが
出来る空間になっている。七夕、お雛様など季節
毎に利用者が描いた貼り絵や行事のスナップ写
真を飾り、家庭的で温かい雰囲気のあるホール
になっている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせる
ような居場所の工夫をしている

共有空間にソファー、畳の小上がりがあり自由に
使われています。昼食後、居室で休まれる方もい
ますが時間になるとホールに来ます。そのときの
気分で最適に過ごせるよう支援してます。

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家
族と相談しながら、使い慣れたものや好み
のものを活かして、本人が居心地よく過ご
せるような工夫をしている

居室のベッドの高さを家族から確認していただき
なるべく自宅の環境に近付けるようにしてます。
又、使い慣れたものや馴染みのもの思い出のあ
るものを居室に置き自分の居場所を感じていた
だいてます。

ベッド、吊戸棚、はめ込みロッカー、洗面台が常
備され、利用者は家族と相談しながら、使い慣れ
た生活備品や小物を揃えている。仏壇を置いて
いる人もいる。毎朝、利用者は職員と一緒に自
室を掃除している。職員が毎日、アルコール除菌
を行っており、清潔で整理の行き届いた居室と
なっている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ
自立した生活が送れるように工夫している

施設内には、手すりがあり安全に移動できます。
居室の表札、トイレの場所もわかりやすく表示し
てます。台所の配膳台は、昇降式になってて利
用者が使いやすくなっている。ベッドは、家庭用
で介護用ではないが立ち上がりが楽になるよう
ベッド柵を設けてる。
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